
平成20年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

140日 138日 140日

ドック受診者１人当たりの経費

80,000,000円

（事業費計－検査料収入）／ドック利用者

ドック受診者１人当たりの検査料収入額

指標の推移

16,735円

項　　目

66,848,000円

事務事業名

① ②

より質の高い詳細な健診結果データを提供し、病気の早期発見、予防を図る。

基本目標

市長マニフェストの執行状況 －

保健

２点　施策の達成にある程度効果があった

３．健康で安心して暮らせるまちづくり

基本目標、施策に対する貢献度

429,000円
人間ドック機
器使用料

429,617円

成果指標②

検査料収入 72,492,751円 70,977,968円

－

平成21年度予算（計画）

80,000,000円80,000,000円

検査料収入／ドック利用者

平成19年度実績

2,425人

22,506円

平成21年度計画

24,387円

平成20年度決算（実績）平成19年度決算（実績）

26,774円27,335円

成果指標名

成果指標の
説明

27,566円

平成20年度実績

受診者数、開
設日

2,652人 2,651人

　人間ドック管理運営事業

市民福祉部　健康推進課 8078

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

成果、目標

事業所を通じて人間ドックを受診できる市民に

人間ドック事業を実施することによって手　　段

369,637円

運営委託料
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

人工計 1.00人
次長
課長級

0.10人 補佐級 0.20人 係長級 0.00人 一般職 0.70人 非常勤 0.00人 再任用 0.00人

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧総合評価

⑨改善点、問題点等

108,473

6,870

115,343

71,347

現在の課題、
問題点

過去の改善点

今後の改善計
画

・運営委託料の見直しを行い、委託料の削減に努めた（医師等の人件費２割削減）。

・年間を通して受診者の波があるので、受診者の受診機会を広げる（特に４～５月
期）。
・週３日の開設日を医師会と協議し、もう少し増やしていきたい。人間ドック施設の活
用を図りたい。
・医師を充実させ、受診体制の充実を図りたい。特に女性コースの日の増設（平成21年
度は27日間）。
・市内に民間の人間ドック施設ができた。

　平成７年の開設当初から（社）蒲郡市医師会へ事業委託をし、月・水・
土曜日の週３回の開設の下で、年々受診者を増やしてきており、うち乳が
ん・子宮がん検査を含む女性コースの受診者も増加している。今後、現受
診者枠内での大幅な増加は見込めない状況となっており、開設日数の増加
及び医師体制の充実等を図り、現人間ドック施設をフル活用することで、
検査料の大幅な収入増を見込むことができると考える。開設日数及び医師
体制の充実に向け、医師会と引き続き協議していきたい。

43,996

財源
内訳

人件費
を含む
事業費

・人間ドック事業の継続か、または廃止か。
・継続する場合、従来どおりの医師会への事業委託か、全面委託または、事業の譲渡。

総合評価 Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

Ｂ 改善を加え市が実施
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